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１ 

女
木
島 

高
松
港
の
沖
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
総
面
積
は
二
・
六
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
北

に
長
い
島
で
す
。
島
の
中
央
東
部
に
小
規
模
堆
積
平
野
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
大
部
分
が
傾
斜
地
で
す
。

島
の
基
盤
は
花
崗
岩
で
、
そ
の
上
部
に
凝
灰
岩
、
頂
部
は
安
山
岩
・
玄
武
岩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

島
名
の
由
来
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。
北
隣
に
あ
る
男
木
島
と
合
わ
せ
て
二
つ
の

島
を
男
女
に
見
立
て
て
、
「
オ
ギ
」
の
「
オ
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
「
メ
ギ
」
の
「
メ
」
が
つ
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、「
ギ
」
は
木
の
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
「
木
」
や
、
防
御
地
や
城
を
意
味
す
る

「
城キ

」
が
転
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
源
平
屋
島
の
合
戦
に
お
い
て
、
那
須
与
一
が
射
落
と

し
た
扇
が
流
れ
着
い
た
こ
と
か
ら
「
オ
ウ
ギ
」
が
転
じ
て
「
オ
ギ
」
と
な
り
、
壊
れ
た
（
め
げ
た
）
扇
の

親
骨
が
流
れ
着
い
た
こ
と
か
ら
「
メ
ギ
」
と
な
っ
た
と
す
る
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
橋
本
仙
太
郎
氏
が
洞
窟
を
発
見
し
、
桃
太
郎
伝
説
と
結
び
つ
け
、
鬼
の
住
処
で
あ
る
と
大
々
的
に
発
表

し
た
こ
と
か
ら
、
別
名
「
鬼
ヶ
島
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

女
木
島
で
は
、
弥
生
土
器
の
出
土
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
女
木
丸
山
古
墳
な
ど
数
基
の
古
墳
も
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
古
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。 

中
世
に
な
る
と
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
香
西
家
資
が
直
島
の
京
の
上
臈

じ
ょ
う
ろ
う

島
付
近
で
海
賊
を
捕
ら

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%86%E7%A9%8D%E5%B9%B3%E9%87%8E
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%82%BE%E6%96%9C%E5%9C%B0&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AC%BC%E3%83%B6%E5%B3%B6


 

2 

え
、
鎌
倉
幕
府
に
差
し
出
し
た
功
に
よ
り
直
島
付
近
の
支
配
権
を
得
た
時
、
直
島
に
高
原
氏
を
置
い
た
と

さ
れ
ま
す
。
こ
の
高
原
氏
が
い
つ
頃
か
ら
女
木
島
・
男
木
島
を
領
有
し
て
い
た
か
は
不
明
で
す
が
、
天
正

十
年
（
一
五
八
二
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
備
中
高
松
城
攻
め
の
際
に
は
、
海
上
警
護
の
任
に
当
た
っ
た
高

原
久
右
衛
門
次
利
に
直
島
・
男
木
島
・
女
木
島
の
支
配
を
任
せ
て
い
ま
す
。
天
正
十
四
年
、
秀
吉
の
九
州

出
兵
に
お
い
て
、
讃
岐
の
仙
石
秀
久
が
豊
後
戸
次

へ

つ

ぎ

川
の
戦
い
に
大
敗
し
た
際
に
、
高
原
左
衛
門
、
そ
の
子

佐
助
、
そ
の
弟
文
左
衛
門
ら
が
海
岸
に
殺
到
し
た
兵
士
を
助
け
て
無
事
帰
国
さ
せ
て
い
ま
す
。 

二
代
佐
助
次
勝
は
関
ヶ
原
の
戦
い
以
来
徳
川
氏
に
従
い
、
直
島
・
女
木
島
・
男
木
島
の
六
百
石
で
旗
本

に
取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
三
代
二
郎
右
衛
門
直
久
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
か
ら
隔
年
で
江
戸
に
詰

め
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
屋
敷
や
江
戸
へ
の
道
中
に
多
く
の
出
費
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
寛
永
六
年
に

は
領
内
の
検
地
を
行
い
二
千
石
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
寿
、
内
記
仲
昌
、
数
馬
と
六
代
続
き
ま
し

た
が
、
寛
文
十
一
年
五
月
に
前
当
主
仲
昌
が
、
当
主
で
養
子
の
数
馬
を
養
父
母
に
不
孝
で
あ
る
と
幕
府
に

訴
え
出
た
と
こ
ろ
、
家
内
取
締
不
行
届
と
し
て
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
改
易
さ
れ
ま
し
た
。
高
原
氏
改

易
後
は
、
天
領
や
高
松
藩
領
に
な
る
な
ど
支
配
の
交
代
を
経
な
が
ら
明
治
に
至
り
ま
し
た
。 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
倉
敷
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
後
に
丸
亀
県
に

編
入
さ
れ
、
同
年
の
う
ち
に
高
松
県
と
丸
亀
県
が
合
併
し
、
香
川
県
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
三
年
（
一

八
九
〇
）
に
は
男
木
島
と
と
も
に
町
村
制
を
施
行
し
、
香
川
郡
雌
雄
島
村
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、 
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昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
の
合
併
に
よ
り
高
松
市
女
木
町
と

な
り
ま
し
た
。 

 

２ 

オ
ー
テ 

女
木
島
の
東
側
の
集
落
で
あ
る
東
浦
で
は
、
冬
季
に
北
西
の
季

節
風
が
山
頂
に
あ
た
り
、
方
向
を
変
え
て
吹
き
下
ろ
し
て
き
ま
す
。

島
の
人
は
こ
の
風
を
「
オ
ト
シ
」
と
呼
び
ま
す
。
海
岸
沿
い
の
家

は
波
し
ぶ
き
を
か
ぶ
り
、
さ
ら
に
霧
状
と
な
っ
た
海
水
が
家
の
中

ま
で
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
家
を
東
向
き
に
建
て
て
、
妻

側
に
あ
た
る
南
側
に
屋
根
の
高
さ
ほ
ど
の
「
オ
ー
テ
」
と
呼
ぶ
石

垣
を
築
い
て
い
ま
す
。
自
然
的
要
因
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
周
辺
の
島
に
は
こ
の
よ
う
な
施
設
は
見
ら
れ
ず
、
女
木
島
独

特
の
集
落
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
い
つ
頃
か
ら
作
ら
れ
始
め

た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
頃
か
ら
作
ら
れ
始

め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

オーテ 
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一
辺
が
三
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
程
度
の
石
を
用
い
て
築
か
れ
て

お
り
、
幅
約
二
～
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
～
四
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
〇
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
す
。
そ
の
総
延
長
は
約
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
に
も
お
よ
び
ま
す
。
家
二
軒
分
程
度
ご
と
に
集
落
内
へ
入
る
た

め
の
路
地
が
見
ら
れ
、
路
地
入
口
か
ら
五
～
一
〇
メ
ー
ト
ル
奥
ま

で
は
石
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。 

古
老
の
話
で
は
、
昭
和
初
期
ま
で
は
オ
ー
テ
の
前
面
に
は
砂
浜

が
広
が
っ
て
お
り
、
オ
ー
テ
は
高
波
の
際
の
防
波
堤
の
役
割
も
果

た
し
て
い
た
そ
う
で
、
石
垣
の
前
面
に
は
波
に
よ
る
侵
食
を
防
ぐ

た
め
、
一
～
二
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
捨
石
に
よ
る
補
強
が
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
現
在
は
オ
ー
テ
の
前
面
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
女
木

港
が
整
備
さ
れ
、
根
石
の
状
況
は
不
明
で
す
が
、
現
状
よ
り
約
一

～
二
メ
ー
ト
ル
下
ま
で
石
垣
が
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
本
来
の
オ
ー
テ
の
高
さ
は
五
～
六
メ
ー
ト
ル

程
度
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
か
ら
古
く
は
島
内
の
安
山
岩
を
用
い
て

築
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和
に
な
っ
て
積
ま
れ
た
も
の
に
は
庵
治
の
花
崗
岩
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

オーテの路地 
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３ 

西
尾

に

し

お

末
広

す
え
ひ
ろ 

女
木
島
出
身
で
、
十
四
歳
か
ら
各
地
の
工
場
で
働
き
、 

労
働
運
動
に
身
を
投
じ
、
大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
に
友
愛
会
に
入
り
、
大
正
十
五
年
に
は
社
会
民
衆
党
の
結
成
に
参
加
し
ま
し
た
。
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
の
第
一
回
普
通
選
挙
で
社
会
民
衆
党
か
ら
立
候
補
し
、
初
当
選
し
ま
し
た
。
昭
和
七
年
以
降
は
社

会
大
衆
党
に
所
属
し
、
幹
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
三
月
十
六
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る

国
家
総
動
員
法
案
の
審
議
に
際
し
、
同
法
案
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
、
近
衛
文
麿
首
相
に
対
し
「
ヒ
ト
ラ

ー
の
ご
と
く
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
ご
と
く
、
あ
る
い
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
ご
と
く
、
確
信
に
満
ち
た
指
導
者

た
れ
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
全
体
主
義
的
独
裁
者
へ
の
共
鳴
を
示
し
た
も
の
で
し
た
が
、
政
友
会
・
民
政

党
の
両
党
に
よ
り
ス
タ
ー
リ
ン
の
名
を
肯
定
的
に
挙
げ
た
部
分
が
問
題
と
さ
れ
、
衆
議
院
で
除
名
決
議
に

お
い
て
議
員
を
除
名
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
五
年
三
月
、
斎
藤
隆
夫
が
行
っ
た
反
軍
演
説
の
議
員
除
名
問
題
で
は
、
反
対
の
立
場
を
示
し
衆

議
院
本
会
議
を
欠
席
し
、
社
会
大
衆
党
書
記
長
麻
生
久
に
よ
る
幹
部
除
名
策
略
に
よ
っ
て
党
除
名
処
分
を

受
け
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
の
翼
賛
選
挙
で
は
非
推
薦
で
当
選
し
ま
し
た
が
、
翼
賛
政
治
会
や
大
日
本
産

業
報
国
会
と
距
離
を
置
き
、
密
か
に
東
條
英
機
内
閣
の
倒
閣
運
動
に
も
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
の
公

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E9%81%8B%E5%8B%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8B%E6%84%9B%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E6%B0%91%E8%A1%86%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC16%E5%9B%9E%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2%E8%AD%B0%E5%93%A1%E7%B7%8F%E9%81%B8%E6%8C%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%A4%A7%E8%A1%86%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%A4%A7%E8%A1%86%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%A4%A7%E8%A1%86%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%A4%A7%E8%A1%86%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E7%B7%8F%E5%8B%95%E5%93%A1%E6%B3%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E7%B7%8F%E5%8B%95%E5%93%A1%E6%B3%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%A1%9B%E6%96%87%E9%BA%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%A1%9B%E6%96%87%E9%BA%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%A1%9B%E6%96%87%E9%BA%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%92%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%92%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%92%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%92%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%A0%E3%83%83%E3%82%BD%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%82%B7%E3%83%95%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%94%BF%E5%8F%8B%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%B0%91%E6%94%BF%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%B0%91%E6%94%BF%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%B0%91%E6%94%BF%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%B0%91%E6%94%BF%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%A4%E5%90%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%8E%E8%97%A4%E9%9A%86%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8D%E8%BB%8D%E6%BC%94%E8%AA%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BA%BB%E7%94%9F%E4%B9%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC21%E5%9B%9E%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2%E8%AD%B0%E5%93%A1%E7%B7%8F%E9%81%B8%E6%8C%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BF%BC%E8%B3%9B%E6%94%BF%E6%B2%BB%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%9B%BD%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%9B%BD%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%9B%BD%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%9B%BD%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%A2%9D%E5%86%85%E9%96%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E8%81%B7%E8%BF%BD%E6%94%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E8%81%B7%E8%BF%BD%E6%94%BE
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職
追
放
を
免
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
の
政
党
復
活
で
は
日
本
社
会
党
に
所
属
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
社
会
党
が
第
一
党

と
な
り
、
片
山
哲
内
閣
が
組
閣
さ
れ
た
際
に
は
、
内
閣
官
房
長
官
と
し
て
入
閣
し
ま
し
た
。
翌
年
の
芦
田

均
内
閣
で
は
副
総
理
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
土
建
献
金
で
証
人
喚
問
を
受
け
、
副
総
理
を
辞
任
し
ま
し
た
。

社
会
的
な
非
難
を
受
け
ま
し
た
が
、
無
罪
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
二
十
七
年
、
衆
議
院
議

員
に
返
り
咲
き
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
四
年
の
参
議
院
選
挙
で
社
会
党
が
敗
北
し
、
党
内
に
社
共
共
闘
の
主
張
が
広
が
る
と
離
党
し
、

社
会
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
五
年
に
民
主
社
会
党
を
結
成
し
、
初
代
委
員
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
安
保
国
会
で
は
、
社
共
両
党
と
同
様
に
反
対
姿
勢
で
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
安
保
以
外
の
予
算
案

や
政
府
自
民
党
案
に
同
調
す
る
構
え
を
見
せ
ま
し
た
。
新
安
保
条
約
の
自
然
発
効
後
、
自
民
党
の
福
田
赳

夫
か
ら
、
岸
信
介
の
後
継
首
相
へ
の
誘
い
を
受
け
ま
し
た
が
、
西
尾
が
断
っ
た
た
め
幻
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
昭
和
四
十
年
に
、
自
民
党
と
共
に
日
韓
基
本
条
約
を
強
行
採
決
す
る
と
い
う
荒
業
を
見
せ
る

な
ど
し
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
七
年
に
政
界
を
引
退
し
、
昭
和
五
十
六
年
に
九
十
歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%85%9A#.E6.97.A5.E6.9C.AC.E7.A4.BE.E4.BC.9A.E5.85.9A_.281945-1996.29
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%87%E5%B1%B1%E5%86%85%E9%96%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E9%96%A3%E5%AE%98%E6%88%BF%E9%95%B7%E5%AE%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A6%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A6%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A6%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%AF%E7%B7%8F%E7%90%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%BC%E4%BA%BA%E5%96%9A%E5%95%8F
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%91%E7%A4%BE%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E7%94%B0%E8%B5%B3%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E7%94%B0%E8%B5%B3%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E7%94%B0%E8%B5%B3%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E7%94%B0%E8%B5%B3%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%B8%E4%BF%A1%E4%BB%8B
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４ 

八
幡
神
社 

伝
え
に
よ
れ
ば
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
出
兵
の
帰

途
、
女
木
島
の
西
方
で
強
風
と
な
っ
た
た
め
、
島
の
南

東
の
湾
に
船
を
留
め
、
島
に
上
陸
し
、
住
吉
大
神
を
奉

祀
し
海
路
の
平
安
を
祈
願
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

島
民
が
皇
后
上
陸
の
地
に
祠
を
建
て
て
八
幡
大
神
を
奉

賛
し
て
産
土
神
と
し
、
皇
后
の
奉
祀
し
た
住
吉
大
神
を

祀
り
、
海
上
守
護
の
神
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
は
現
在
の
社
殿
の
西
方
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り

の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
湾
は
埋
も
れ
て

砂
浜
と
な
り
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
領
主
高
原

佐
助
に
よ
っ
て
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
寛
永
十

五
年
（
一
六
三
八
）
に
高
原
直
久
が
社
殿
を
修
理
し
た
ほ
か
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
拝
殿
の

改
築
お
よ
び
上
幣
殿
お
よ
び
神
饌
書
を
新
築
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

祭
神
は
中
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
で
す
。 

八幡神社 



 

8 

５ 

住
吉
神
社 

八

幡

神

社

の

境

外

末

社

で

、

祭

神

は

表
筒
男
命

う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

、
中
筒
男
命

な
か
つ
つ
お
の
み
と
こ

、
下
筒
男
命

そ
こ
つ
つ
お
の
み
こ
と

で
す
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
領
主
高
原
次
利

が
社
殿
を
改
築
、
そ
の
後
も
高
原
佐
助
に
よ

り
元
和
十
年
（
一
六
二
四
）
、
高
原
仲
昌
に
よ

り
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
改
修
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
原
氏
改
易
後
、
高
松
藩

領
と
な
る
と
、
松
平
氏
の
尊
崇
も
篤
く
、
正

徳
三
年
（
一
七
一
三
）
お
よ
び
元
文
四
年
（
一

七
三
九
）
に
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

住
吉
神
社
に
は
太
鼓
台
が
海
に
入
る
と
い
う

珍
し
い
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
三
十

二
条
か
ら
な
る
「
若
中
規
約
」
と
い
う
規
約
に

基
づ
い
て
行
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

住吉神社 
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６ 

女
木
丸
山
古
墳 

女
木
島
の
鷲
ヶ
峰
と
ツ
ツ
コ
山
と
の
鞍
部
（
標

高
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
所
在
し
ま
す
。
古
く
か

ら
平
家
の
塚
と
し
て
の
伝
承
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
鬼
が
島
観
光
道

路
補
修
工
事
に
際
し
て
、
工
事
用
土
砂
を
塚
か
ら

採
掘
し
た
際
に
、
箱
式
石
棺
を
掘
り
当
て
た
こ
と

に
よ
り
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

既
に
古
墳
の
盛
土
の
大
半
が
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
直
径
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
八

メ
ー
ト
ル
の
盛
土
円
墳
で
、
拳
大
の
玄
武
岩
の
角

礫
を
用
い
た
葺
石
が
全
面
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
体
部
は
組
合
箱
式
石
棺
で
、
内
部

の
長
さ
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
二
セ
ン
チ
、
深

さ
二
八
セ
ン
チ
で
す
。 

発掘調査中の女木丸山古墳 
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副
葬
品
と
し
て
は
、
全
長
三
・
八
セ
ン
チ
の
純

金
製
垂
飾
付
耳
飾
一
対
、
長
さ
一
〇
六
・
一
セ
ン

チ
の
鉄
製
太
刀
一
点
、
長
さ
二
三
・
一
セ
ン
チ
の

鉄
鎌
一
点
が
あ
り
ま
し
た
。
古
墳
時
代
中
期
後
半

（
五
世
紀
後
半
）
頃
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
土
し
た
耳
飾
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

舶
載
品
で
あ
り
、
当
古
墳
の
被
葬
者
が
海
上
交
通

を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
女
木
島
に
は
鷲
ヶ
峰
の
北
側
尾
根

の
突
端
で
、
組
合
式
箱
式
石
棺
か
ら
碧
玉
製
勾
玉

一
個
が
出
土
し
た
中
戸
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

     

女木丸山古墳検出箱式石棺 

女木丸山古墳出耳飾 



 

11 

 

７ 

鬼
ヶ
島
洞
窟
と
橋
本
仙
太
郎 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
秋
、
大
隈
重
信
が
鬼
無
駅
で
「
こ
の
駅
は
オ
ニ
ナ
シ
か
と
思
え
ば
、
キ
ナ
シ

と
読
む
そ
う
だ
。
な
か
な
か
面
白
い
地
名
だ
と
思
う
。
と
に
か
く
、
村
人
諸
氏
は
地
名
の
そ
れ
の
よ
う
に

何
と
ぞ
心
の
中
に
鬼
が
無
い
よ
う
に
、
個
人
も
団
体
も
皆
ま
す
ま
す
向
上
発
展
に
努
力
さ
れ
た
い
」
と
演

説
を
行
い
ま
し
た
。
上
笠
居
小
学
校
（
現
在
の
鬼
無
小
学
校
）
の
訓
導
（
現
在
の
小
学
校
教
諭
）
と
し
て

赴
任
し
て
い
た
橋
本
仙
太
郎
は
演
説
に
感
銘
を
受
け
、
そ
れ
を
機
に
郷
土
研
究
の
道
を
歩
み
出
し
ま
し
た
。

地
名
の
考
証
や
、
考
古
学
的
な
研
究
等
を
行
い
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
女
木
島
で
人
工
の
洞
窟
を

発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
洞
窟
を
桃
太
郎
伝
説
と
結
び
つ
け
、
鬼
の
住
処
で
あ
る
と
大
々
的
に
発
表
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
高
松
の
桃
太
郎
伝
説
」
で
す
。 

な
お
、
橋
本
仙
太
郎
に
よ
る
と
、
香
川
県
の
桃
太
郎
は
、
吉
備
津
彦
命

き

び

つ

ひ

こ

の

み

こ

と

の
弟
の
稚
武
彦
命

わ
か
た
け
ひ
こ
の
み
こ
と

が
モ
デ
ル
で
、

吉
備
か
ら
讃
岐
に
来
た
時
、
土
地
の
住
民
が
鬼
（
海
賊
）
の
出
没
で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
知
り
、
イ
ヌ
・

サ
ル
・
キ
ジ
を
率
い
て
鬼
を
征
伐
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ヌ
は
岡
山
県
の
犬
島
、
サ
ル
は
陵
南
町
の

陶
の
猿
王
、
キ
ジ
は
鬼
無
町
の
雉
ヶ
谷
に
住
む
勇
士
で
鬼
が
住
ん
で
い
た
の
が
女
木
島
で
、
桃
太
郎
が
鬼

を
退
治
し
て
鬼
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
鬼
無
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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こ
の
鬼
の
住
処
と
さ
れ
る
洞
窟
は
、
実
際
に
は
凝
灰
岩

の
採
掘
坑
で
す
。
同
様
の
凝
灰
岩
は
豊
島
で
多
く
採
掘
さ
れ

て
お
り
、
豊
島
石
と
し
て
有
名
で
す
が
、
小
豆
島
東
部
の
土

庄
町
滝
宮
、
男
木
島
、
女
木
島
、
屋
島
北
嶺
に
も
分
布
し
て

お
り
、
そ
こ
に
は
石
材
の
採
掘
跡
が
洞
窟
と
な
っ
て
残
っ
て

い
ま
す
。
豊
島
石
系
の
凝
灰
岩
は
、
現
在
讃
岐
層
群
安
山
岩

溶
岩
に
覆
わ
れ
た
所
だ
け
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
安

山
岩
溶
岩
は
硬
質
な
た
め
、
山
頂
部
で
崖
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
凝
灰
岩
を
採
掘
す
る
に
は
、
崖
の
下
か
ら
坑
道
掘

り
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
坑
道
掘
り
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

女
木
島
の
凝
灰
岩
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
採
石
さ
れ
た
か
は

不
明
で
す
が
、
豊
島
石
系
の
凝
灰
岩
の
製
品
は
十
五
世
紀
中
頃
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
豊
島
で
は
近

年
ま
で
採
石
が
行
わ
れ
、
屋
島
で
も
昭
和
初
期
ま
で
の
採
石
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
女
木

島
で
も
中
世
後
半
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
採
掘
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

凝灰岩採掘坑跡（鬼ヶ島洞窟） 



 

13 

 

８ 

柱
状
節
理 

女
木
島
は
、
標
高
一
三
〇
～
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
花
崗
岩
を
基
盤
と
し
て
、
一
四
〇
〇
万
年
前
頃
に
お

こ
っ
た
激
し
い
火
山
活
動
で
噴
出
し
た
溶
岩
に
よ
っ
て

で
き
た
安
山
岩
・
玄
武
岩
に
よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。 

鷲
ヶ
峰
山
頂
部
の
讃
岐
岩
質
玄
武
岩
も
溶
岩
に
よ
る

も
の
で
、
特
に
洞
窟
の
入
口
右
上
方
と
出
口
上
方
に
お

い
て
、
五
角
柱
状
や
六
角
柱
状
の
岩
塊
が
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
を
柱
状
節
理
と
呼
ん
で
お
り
、
溶
岩
が
噴
出

し
、
冷
却
・
凝
固
す
る
時
に
収
縮
し
て
で
き
た
も
の
で

す
。 ま

た
、
付
近
に
は
直
径
四
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
球
状

の
岩
塊
が
あ
り
、
球
面
に
沿
っ
て
タ
マ
ネ
ギ
の
鱗
葉
の

重
な
り
の
よ
う
に
見
え
、
玉
葱
状
節
理
と
呼
ん
で
い
ま

す
。 

女木島の柱状節理 
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９ 

鷲
ヶ
峰 

標
高
一
八
七
メ
ー
ト
ル
の
鷲
ヶ
峰
山
頂
か
ら
は
瀬
戸
内
海
の
雄
大
な
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
東
に
屋
島
、
南
西
に
五
色
台
や
大
槌
・
小
槌
、
南
に
サ
ン
ポ
ー
ト
・
高
松
港
、
北
に
男
木
島
、
北
西
に

直
島
、
北
東
に
小
豆
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
望
台
の
周
囲
は
桜
が
植
え
ら
れ
、
春
に
は
桜
の
名

所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

同
地
に
は
鷲
ヶ
峰
貝
塚
、
あ
る
い
は
鷲
ヶ
峰
古
墳
と
呼
ば
れ
る
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
弥
生

終
末
期
の
土
器
が
散
布
し
て
い
ま
す
。 
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『
香
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巻
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高
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民
俗
協
会
・
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松
市
文
化
財
保
護
協
会
一
九
九
二
『
高
松
の
文
化
財
』 

高
松
市
歴
史
資
料
館
一
九
九
三
『
高
松
市
歴
史
資
料
館
常
設
展
示
室
』 

橋
本
仙
太
郎
一
九
三
二
『
鬼
無
伝
説
桃
太
郎
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鬼
ヶ
島
征
伐
』 



                        

オーテ 

西尾末広銅像 

八幡神社 

住吉神社 

女木丸山古墳 

鬼ヶ島洞窟 

柱状節理 

鷲ヶ峰 
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１０月２８日（日） 女木島からの復路 

雌雄島海運フェリー 

    （女木港）     （高松港） 

11:20 発  →   11:40 着 

13:20 発  →   13:40 着 

15:20 発  →   15:40 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 津田町の古墳を巡る  

 と  き 平成２４年１１月２５日（日）  

      ９：４５～１２：００  

 集合場所 旧鶴羽小学校運動場  

講  師 松田 朝由（大川広域行政組合職員）  

☆広報「たかまつ」１１月１５日号に開催案内を掲載します

ので、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は，「実施」です。）  

 

★集合場所への交通案内★ --------------------------------------- 

ＪＲ高徳線 

高松駅   鶴羽駅 

7:18   →    8:17 

8:33   →   9:31 
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１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


